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毎年 11 月 2 0 日は伊勢志摩国立公園の日

石
原
円
吉
い
し
は
ら
・
え
ん
き
ち

〈
１
８
７
７
〜
１
９
７
３
〉

英
虞
郡
和
具
村（
現
在
の
志
摩
市

志
摩
町
和
具
）生
ま
れ
。
家
業
の

か
た
わ
ら
政
界
に
進
出
し
、
日

本
の
水
産
業
発
展
を
牽
引
。
伊

勢
志
摩
の
国
立
公
園
指
定
に
も

奔
走
し
た
。
伊
勢
志
摩
国
立
公

園
協
会
初
代
会
長
。
海
の
博
物

館
創
設
者
、
同
初
代
館
長
。
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伊勢志摩
国立公園の日

vol.4
円吉翁円吉翁

　

第
２
回
石
原
円
吉
賞
は
、
志

摩
市
の
国
指
定
重
要
無
形
民
俗

文
化
財
「
安
乗
の
人
形
芝
居
」

を
継
承
し
て
い
る
志
摩
市
立
東

海
中
学
校
郷
土
芸
能
ク
ラ
ブ
、

伊
勢
志
摩
観
光
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
を
大
き
く
推
進
し
た
鳥
羽
市

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
伊
勢
志
摩
バ
リ
ア

フ
リ
ー
ツ
ア
ー
セ
ン
タ
ー
（
中
村
元

理
事
長
）、
伊
勢
志
摩
を
中
心

に
祭
り
や
暮
ら
し
を
30
年
以
上

撮
り
続
け
て
き
た
伊
勢
市
在
住

の
写
真
家
阪
本
博
文
氏
、
の
２

団
体
１
個
人
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

特
別
賞
は
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
・

川
口
祐
二
氏

特
別
賞
に
は
、
伊
勢
志
摩
を

は
じ
め
全
国
各
地
の
漁
村
を
聞

き
書
き
し
て
い
る
南
伊
勢
町
在

住
の
エッ
セ
イ
ス
ト
で
環
境
保
護

活
動
家
の
川
口
祐
二
氏
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

11
月
16
日
、
石
原
円
吉
が
創

　

石
原
円
吉
賞
は
６
月
頃
募
集
を
開
始
し
、
伊
勢

志
摩
国
立
公
園
の
指
定
日
（
11
月
）
に
合
わ
せ
て

表
彰
式
を
行
い
ま
す
。
伊
勢
志
摩
国
立
公
園
の
最

大
の
魅
力
は
人
と
自
然
の
関
わ
り
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も
同
国
立
公
園
の
保

全
や
活
用
に
取
組
み
、
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を

行
っ
て
い
る
方
々
の
活
動
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
い
き

ま
す
。
推
薦
の
受
付
・
表
彰
式
に
つ
い
て
は
、
詳
細

が
決
ま
り
次
第
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
皆
さ

ま
の
推
薦
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

横
山
展
望
台
行
き
バ
ス

試
験
運
行
！

志
摩
Ｍａａ
Ｓ
ア
プ
リ
開
始

　

志
摩
市
の
近
鉄
鵜
方
駅―

横

山
展
望
台
間
を
含
む
オ
ン
デ
マ

ン
ド
バ
ス
や
オ
ン
デ
マ
ン
ド
タ

ク
シ
ー
、
マ
リ
ン
キ
ャ
ブ（
海
上

タ
ク
シ
ー
）が
一
つ
の
ア
プ
リ
で

利
用
で
き
る
、
志
摩
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ

（
マ
ー
ス
）の
実
証
実
験
第
２
弾

が
２
０
２
０
年
１
月
９
日
〜
同

３
月
末
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

鵜
方
・
賢
島
駅
と
周
辺
観
光

地
の
交
通
を
便
利
に
す
る
た
め
、

近
鉄
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
が
主
体
と
な
っ
て
行
う
事

業
で
、
三
重
交
通
や
志
摩
マ
リ

ン
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
が
参
加
。
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
向
け
に
配
信
さ
れ
る
予
定

の
志
摩
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
専
用
ア
プ
リ

「
ぶ
ら
り
す
と
」で
、
ル
ー
ト
検

索
か
ら
予
約
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
決
済
ま
で
手
続
き
の
一
括
化

を
実
現
し
ま
す
。

〈
候
補
者
の
推
薦
〉

　

公
募
に
よ
り
行
い
ま
す
。
表
彰
の
対
象
者
は
、
長

年
、
伊
勢
志
摩
国
立
公
園
の
地
域
文
化
の
継
承
や
適

正
な
活
用
の
推
進
、
動
植
物
の
保
護
な
ど
を
行
っ
て

い
る
方
や
グ
ル
ー
プ
・
団
体
で
す
。（
若
干
名
）

　

予
定
の
ル
ー
ト
や
乗
降
地
は

次
の
通
り（
変
更
の
場
合
あ
り
）。

オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス

▼
鵜
方
駅―

横
山
展
望
台

▼
大
王
埼
灯
台（
波
切
魚
市
場
）―

と
も
や
ま
展
望
台（
桐
垣
展
望
台
）

オ
ン
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

市
内
約
40
か
所
の
乗
降
ポ
イ
ン
ト

〈乗
降
例
〉

▼
賢
島
駅―

横
山
展
望
台

▼
志
摩
磯
部
駅―

志
摩
ス
ペ
イ
ン
村

▼
さ
と
う
み
庵―

和
具
港　

な
ど

英
虞
湾
マ
リ
ン
キ
ャ
ブ

乗
降
地
＝
賢
島
港
、
志
摩
観
光

ホ
テ
ル
、
志
摩
ベ
イ
サ
イ
ド
テ

ラ
ス
、
賢
島
宝
生
苑
、
志
摩
自

然
学
校
、
間
崎
島
、
浜
島
港
、

御
座
港
、
和
具
港
、
真
珠
の
里
、

パ
ー
ル
美
樹

　

詳
し
く
は
、
１
月
９
日
開
設

予
定
の
志
摩
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
カ
ス
タ

マ
ー
セ
ン
タ
ー（
/
０
５
２
―
８

５
６
―
２
２
６
６
）ま
で
。

歩
い
て
楽
し
む
！

伊
勢
志
摩
の

絶
景
・
名
所
め
ぐ
り

　

伊
勢
志
摩
国
立
公
園
協
会
は
、

中
日
文
化
セ
ン
タ
ー
主
催
の「
歩

い
て
楽
し
む
！
伊
勢
志
摩
の
絶

景
・
名
所
め
ぐ
り
」
の
講
師
を

務
め
て
い
ま
す
。

　

毎
月
１
回
、
伊
勢
志
摩
の
絶

景
と
人
々
の
暮
ら
し
、
そ
し
て

歴
史
に
触
れ
な
が
ら
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
で
す
。
２
０
１
８
年
春

か
ら
半
年
単
位
で
実
施
し
、
全

60
コ
ー
ス
を
５
年
間
か
け
て
踏

破
し
ま
す
。

２
０
２
０
年
１
月
は
南
伊
勢
町

「
五
ケ
所
・
浅
間
山
」、
２
月
・
３

月
は
志
摩
市
の
「
鵜
方
〜
賢
島
」

と
「
立
神
」
の
各
コ
ー
ス
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
津
中

日
文
化
セ
ン
タ
ー
（
/
０
５
９
―

２
２
５
―
８
４
１
１
）
ま
で
。
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伊
勢
志
摩
国
立
公
園
ニ
ュ
ー
ス

News

Topic

第
３
回
２
０
２
０
年

石
原
円
吉
賞
推
薦

今
年
６
月
募
集
開
始
！

（一財）伊勢志摩国立公園協会
〒517-0011　三重県鳥羽市鳥羽1丁目2383-22
TEL&FAX.0599-25-2358
http://www.ise-shima.or.jp/

三重県農林水産部みどり共生推進課
〒514-8570 三重県津市広明町13番地
TEL.059-224-2627　FAX.059-224-2070
伊勢志摩国立公園インスタグラム　nationalpark_iseshima
https://www.instagram.com/nationalpark_iseshima/

お問い合わせ先 >>>

第２回

石
原
円
吉
賞
が
決
定
！

志
摩
市
立
東
海
中
学
校
郷
土
芸
能
ク
ラ
ブ

伊
勢
志
摩
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ツ
ア
ー
セン
タ
ー

写
真
家
・
阪
本
博
文
氏

「
伊
勢
志
摩
国
立
公
園
の
日
」（
11
月
20
日
）の
記
念
イ
ベ
ン
ト
、

〝
Ｈａｐ
ｐ
ｙ
Ｂ
ｉｒ
ｔ
ｈ
ｄａｙ
！
伊
勢
志
摩
国
立
公
園
〞が

11
月
16
日
に
開
か
れ
、
会
場
と
な
っ
た
海
の
博
物
館
で
第
２
回

石
原
円
吉
賞
の
表
彰
式
が
あ
り
ま
し
た
。
国
立
公
園
の
自
然
と

文
化
を
愛
す
る「
現
代
の
円
吉
翁
」た
ち
の
言
葉
を
お
聞
き
く

だ
さ
い
。

東海中学校郷土芸能クラブの生徒らによる人形芝居の上演

３月中頃になると、一足早い陽光桜が咲き始める（志摩市横山）

表彰式でスピーチをする阪本氏

伊勢志摩バリアフリーツアーセンターの野口あゆみ事務局長

設
し
た
鳥
羽
市
立
海
の
博
物
館

に
お
い
て
、
山
本
教
和
伊
勢
志

摩
国
立
公
園
協
会
会
長
が
受
賞

者
に
表
彰
状
を
授
与
。一
般
参

加
者
を
含
め
約
80
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

式
の
後
、
東
海
中
郷
土
芸
能

ク
ラ
ブ
に
所
属
す
る
生
徒

４
人
が
、
稽
古
を
積
ん
で

き
た
演
目
の一
部
を
披
露
。

２
体
の
浄
瑠
璃
人
形
を
表

情
豊
か
に
操
り
、
来
場
者

を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

石
原
円
吉
賞
は
、
伊

勢
志
摩
国
立
公
園
協
会

の
主
催
。
戦
後
初
の
国

立
公
園
指
定
実
現
に
力

を
尽
く
し
た
志
摩
出
身
の

政
治
家
石
原
円
吉
（
１
８

７
７
〜
１
９
７
３
）
の
志
に

な
ら
っ
て
、
同
国
立
公
園

の
地
域
文
化
の
継
承
や
発

展
、
自
然
保
護
、
景
観
向
上

な
ど
に
努
め
た
個
人
や
団
体
を

表
彰
し
て
い
ま
す
。

※

受
賞
者
の
活
動
と
喜
び
の
声

は
、
次
の
見
開
き
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

受賞者そろっての記念撮影

01.前回の実証実験
で横山ＶＣ前に停車し
たオンデマンドバス（写
真は志摩市提供）
02.相差の魚市場から
海岸沿いを通って鯨
崎に向かう（「相差の
岬めぐり」コース）
03.雄大な太平洋が一
望できる安乗岬園地。
灯台の参観も（「国府
～安乗岬」コース）

01

0203



　

プ
ロ
カ
メ
ラ
マ
ン
と
し
て
１
９
８

７
年
に
三
重
県
内
で
活
動
を
開

始
。
雑
誌
「
伊
勢
人
」「
Ｎ
Ａ

Ｇ
Ｉ
」「
旅
の
手
帖
」
等
の
取
材

を
務
め
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て

漁
村
や
山
村
の
祭
り
や
暮
ら
し

を
30
年
以
上
に
わ
た
り
撮
り
続

け
て
き
ま
し
た
。
伊
勢
市
生
ま

れ
、
67
歳
。

　
２
０
０
４
年
に
三
重
の
祭
り

を
撮
り
集
め
た
写
真
集
『
祭
国

視
集　

晴
れ
や
か
な
持
続
へ　

三
重
の
祭
礼
と
風
土
』
を
発
表

し
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
Ｚ
Ｔ
Ｖ
の

紀
行
番
組
「
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
」

の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
出
演
は
１
５
０
回

を
超
え
継
続
中
。
伊
勢
志
摩
国

こ
の
賞
を
き
っ
か
け
に
︑

伝
統
を
引
き
継
い
で
い
く

第２回石原円吉賞

志
摩
市
立
東
海
中
学
校
郷
土
芸
能
ク
ラ
ブ

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財「
安
乗
の
人
形
芝
居
」の
伝
承

貸し出ししている水陸両用車椅子

鳥羽１番街にあるセンターの窓口

　

志
摩
市
の
安
乗
地
区
に
４
０

０
年
余
り
に
わ
た
って
伝
わ
る
伝

統
芸
能
「
安
乗
の
人
形
芝
居
」。

三
味
線
や
語
り
に
合
わ
せ
て
人

形
を
操
る
も
の
で
、
毎
年
、
安

乗
神
社
秋
季
例
大
祭
の
舞
台
で

披
露
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

以
前
は
地
元
の
安
乗
人
形
芝

居
保
存
会
が
旧
安
乗
中
学
校
の

文
楽
ク
ラ
ブ
を
指
導
し
て
き
ま
し

た
が
、
同
中
学
は
平
成
30
年
に

東
海
中
学
校
に
統
合
。
こ
れ
に

伴
い
東
海
中
学
校
に
郷
土
芸
能

ク
ラ
ブ
が
発
足
し
て
、
安
乗
地

区
以
外
の
生
徒

も
含
め
た
新
体

制
で
再
始
動
し

ま
し
た
。
本
年

度
は
全
学
年
17

人
が
所
属
し
、

例
大
祭
で
「
鎌

倉
三
代
記  

三

浦
之
助
母
別
れ

の
段
」
を
見
事

に
演
じ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
に
は
３
年
生
４
人
が

出
席
。
順
番
に
挨
拶
し
、
松
井

幸
大
さ
ん
（
15
）
は
「
こ
の
賞

を
き
っ
か
け
に
こ
れ
か
ら
も
伝
統

を
引
き
継
い
で
い
け
れ
ば
」
と

述
べ
ま
し
た
。
３
年
生
ら
は
引

退
を
間
近
に
控
え
、
後
輩
た
ち

が
引
き
継
ぐ
こ
と
に
も
期
待
し

て
い
ま
し
た
。

選
考
委
員
を
代
表
し
て
皇
学

館
大
学
名
誉
教
授
の
櫻
井
治
男

氏
が
、「
安
乗
地
区
に
伝
わ
る

も
の
を
東
海
地
区
の
郷
土
芸
能

ク
ラ
ブ
で
も
、
伝
え
て
、
継
承

す
る
こ
と
が
重
要
で
印
象
深
い
。

地
域
の
支
え
が
重
要
」
と

講
評
し
ま
し
た
。

　

伊
勢
志
摩
国
立
公
園
の
日
を
記

念
す
る〝
Ｈａｐ
ｐ
ｙ
Ｂ
ｉｒ
ｔ
ｈ
ｄａ

ｙ
！
伊
勢
志
摩
国
立
公
園
〞の
イ
ベ

ン
ト
で
は
、
表
彰
式
の
ほ
か
講
演
、

海
の
博
物
館
館
内
ツ
ア
ー
、
ク
ラ
フ

ト
体
験
も
あ
り
、
参
加
者
ら
が
自

然
を
楽
し
く
学
べ
る
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

講
演
は
「
沿
岸
漁
業
を
守
る
た

め
に―

石
原
円
吉
の
功
績―

」
と

題
し
、
平
賀
大
蔵
海
の
博
物
館
館

長
が
、戦
前
戦
後
に
漁
業
者
の
リ
ー

ダ
ー
や
政
治
家
と
し
て
活
躍
し
た
円

吉
の
生
涯
を
紹
介
。
な
か
で
も
大

正
か
ら
昭
和
の
戦
後
に
か
け
て
、

水
質
汚
染
や
乱
獲
か
ら
海
の
資
源

を
保
護
し
た
姿
に
焦
点
を
当
て
ま

し
た
。

　

工
場
進
出
に
反
対
し
て
近
海
の

水
質
汚
染
を
防
い
だ
エ
ピ
ソ
ー
ド
か

ら
、
円
吉
が
い
な
け
れ
ば
「
い
ま
の

伊
勢
志
摩
国
立
公
園
の
あ
り
方
が

大
き
く
変
わ
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ

る
」
と
し
、
水
産
資
源
の
減
退
枯

渇
を
指
摘
し
た
発
言
も
取
り
上
げ

「
円
吉
か
ら
の
宿
題
は
今
も
生
き
て

い
る
」
と
訴
え
ま
し
た
。

講
演
や
ク
ラ
フ
ト
体
験
も

﹁
故
郷
を
旅
す
る
﹂の
言
葉
と
と
も
に
30
年

奥
深
い
魅
力
を
抱
え
て
い
る
地
域
と
実
感

鳥羽市答志島の答志地区の神祭（八幡祭）を
撮影した作品（写真は阪本氏提供）

立
公
園
の
自
然
風
景
も
記
録

し
、『
伊
勢
志
摩
国
立
公
園
五

十
年
史
響
き
あ
う
人
と
自
然
』

を
は
じ
め
数
多
く
の
書
籍
や
写

真
展
な
ど
に
掲
載
・
展
示
し
、

発
信
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
阪
本
氏
は
、「
私

が
好
き
な
言
葉
は
『
故
郷
を
旅

す
る
』。
行
く
た
び
に
発
見
や
出

会
い
が
あ
り
感
銘
を
覚
え
る
。

奥
深
い
魅
力
を
抱
え
て
い
る
と

実
感
す
る
」
と
郷
土
愛
を
表
し

ま
し
た
。

櫻
井
氏
は
、
阪
本
氏
の
作
品

か
ら
受
け
る
印
象
を
「
魅
せ
る

た
め
で
は
な
く
、
自
然
の
ま
ま

の
祭
り
の
姿
を
撮
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
」
と
評
し
ま
し
た
。

国
立
公
園
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
は
相
反
し
な
い

訪
れ
て
良
か
っ
た
と
言
え
る
環
境
を
つ
く
る

海
の
博
物
館
館
長
が
語
る

円
吉
か
ら
の〝
宿
題
〟と
は
？

国
立
公
園
を

　
　
楽
し
く
学
ぶ

貝
と
真
珠
の
ク
ラ
フ
ト
体
験

伊
勢
志
摩
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ツ
ア
ー
セ
ン
タ
ー

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

伊
勢
志
摩
の
観
光
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

　
２
０
０
２
年
、
鳥
羽
市
に
窓

口
兼
事
務
局
を
置
い
て
設
立
し

翌
年
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
。
高
齢

者
や
障
害
者
の
観
光
に
役
立
つ

バ
リ
ア
フ
リ
ー
情
報
の
発
信
や
、

施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
指

導
、
車
椅
子
の
貸
し
出
し
、
モ

ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
の
実
施
等
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

地
域
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

に
も
積
極
的
で
、
２
０
１
８
年

に
設
立
し
た
伊
勢
志
摩
国
立
公

園
エコ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会

に
準
備
段
階
か
ら
参
加
し
て
い

ま
す
。

表
彰
式
の
壇
上
で
野
口
あ
ゆ

み
事
務
局
長
（
48
）
は
、「
国

立
公
園
は
自
然
の
多
い
と
こ
ろ
。

私
た
ち
は
ハ
ー
ド
面
を
整
え
て
車

を
通
れ
る
よ
う
に
し
た
い
の
で
は

な
く
、
身
体
が
不
自
由
で
も
そ

の
魅
力
を
そ
の
ま
ま
に
楽
し
め
る

観
光
地
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
」

と
理
解
を
求
め
ま
し
た
。
ま
た

受
賞
に
つ
い
て
は
、
円
吉
翁
の
長

男
で
前
年
に
亡
く
な
っ
た
石
原

義
剛
前
海
の
博
物
館
館
長
と
の

思
い
出
を
振
り
返
り
、「
ま
だ

館
長
に
話
せ
る
こ
と
が
足
り
な

い
」
と
述
べ
、
励
み
に
し
て
い
ま

し
た
。

一
方
で
選
考
委
員
の
櫻
井
氏

は
、「（
設
立
し
て
）
17
年
は
決

し
て
短
く
な
い
。
重
み
が
あ
る
」

と
実
績
を
強
調
し
ま
し
た
。

川口氏の著書は30冊以上を数える

﹁
野
行
き
山
行
き
海
辺
へ
行
き
﹂の
60
年

生
涯
︑
国
立
公
園
の
語
り
部
で
あ
り
た
い

　

日
本
全
国
の
漁
村
を
訪
ね

て
、
沿
岸
漁
業
を
は
じ
め
人
々

の
暮
ら
し
や
文
化
、
自
然
な
ど

幅
広
い
テ
ー
マ
を
取
材
。
中
日

新
聞
朝
刊
伊
勢
志
摩
版
の
連
載

コ
ラ
ム
「
ふ
る
さ
と
再
発
見
」
や

書
籍
等
に
発
表
し
て
き
ま
し
た
。

近
著
は
『
海
女
を
た
ず
ね
て―

漁
村
異
聞
そ
の
４
』。

　

環
境
保
護
活
動
家
で
も
あ

り
、
70
年
代
に
漁
村
か
ら
合
成

洗
剤
を
な
く
す
こ
と
を
い
ち
早

く
提
唱
し
実
践
運
動
を
し
た
功

績
も
あ
り
ま
す
。
三
重
大
学
社

会
連
携
研
究
セ
ン
タ
ー
特
任
教

授
。
南
伊
勢
町
生
ま
れ
、87
歳
。

　

旧
南
勢
町
役
場
の
職
員
時
代

に
自
然
公
園
指
導
員
を
兼
務
。

伊
勢
志
摩
国
立
公
園
圏
域
再

編
成
の
仕
事
に
も
関
わ
り
ま
し

た
。
退
職
後
も
精
力
的
に
全
国

各
地
を
訪
ね
、表
彰
式
で
は
「
野

行
き
山
行
き
海
辺
へ
行
き
の
60

年
だ
っ
た
」と
振
り
返
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
「
私
は
生
涯
、
伊
勢
志

摩
国
立
公
園
の
語
り
部
で
あ
り

た
い
。
美
し
い
渚
に
立
っ
て
心
の

洗
た
く
を
す
る
自
分
で
あ
り
た

い
」
と
衰
え
ぬ
意
欲
を
示
し
ま

し
た
。

櫻
井
氏
は
、
川
口
氏
の
人
柄

に
つ
い
て
「
常
に
地
域
の
み
な
さ

ん
と
いっ
し
ょ
に
暮
ら
し
て
い
る
、

ど
こ
か
に
い
つ
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

親
し
み
の
あ
る
方
」
と
讃
え
、

健
勝
を
祈
っ
て
い
ま
し
た
。

写
真
家
・
阪
本
博
文
氏

伊
勢
志
摩
を
中
心
に
祭
り
や
生
活
風
景
を
撮
影

2019

石原
円吉賞

2019

石原
円吉賞

2019

石原
円吉賞

エ
ッ
セ
イ
ス
ト
・
川
口
祐
二
氏

漁
村
の
民
俗
文
化
や
環
境
問
題
を
発
信

2019

特別賞

　

イ
ベン
ト
最
後
の
ク
ラ
フ
ト
体
験
で

は
、
真
珠
や
貝
殻
、
色
と
り
ど
り

の
ビ
ー
ズ
を
連
ね
て
自
分
だ
け
の
ス

ト
ラッ
プ
を
制
作
。

　

伊
勢
市
か
ら
子
ど
も
連
れ
で
参

加
し
た
女
性
は
、「
歴
史
の
あ
る
国

立
公
園
な
ん
だ
と
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。
会
場
に
車
で
来
る
途
中
に
カ
キ

養
殖
の
風
景
が
見
ら
れ
て
、
自
然

に
触
れ
て
元
気
を
も
ら
え
る一
日
で

し
た
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

I s h i h a r a  E n k i c h i  A w a r d

受
賞
者
の

活
動
と

喜
び
の
声

Ise-Shima National Park January.2020

2019年9月、東海中
学校のクラブで初と
なった安乗神社例大
祭での披露（写真は
志摩市提供）

クラフト体験をする参加者ら 講演する平賀氏

カメラを構えて祭りに迫る阪本氏（右端） 壇上で挨拶をする3年生ら


